
中地区児童館 放課後子ども教室だより 

                   №１  令和 8年 8月 1日

【合言葉：きまりを守り 元気にあいさつ】 

 

◇◇児童館の様子◇◇ 

  今年度も多くの児童に放課後子ども教室を利用いただい 

ており、多い日には２００人を超える児童が児童館を訪れて 

います。 

１年生も児童館の生活に慣れ、天気の良い日は、多くの 

児童が中部小学校の校庭でサッカー、一輪車、スクーター、 

砂場遊びなどを楽しんでいます。 

また、館内では、なわとび、ドッジボール、プラレール、       来館の様子   

工作などが行われています。学習への取り組みは、来館してすぐに学習する子、遊んでから学習する

子など、自分で学習計画を立てて取り組んでいます。 

放課後子ども教室では、異年齢や他クラスの児童の交流による、人間関係の広がりも見られます。 

           

教室での学習の様子       砂遊びに夢中です       図書室で思い思いの活動 

 

 

◇◇夏休み期間中の放課後子ども教室について◇◇ 

① 発熱や咳の症状がある等、体調が悪いときは利用できません。 

② 夏休み期間中の利用申請は、前日の午前９時までにコドモンへ入力してください。 

③ 日中、暑さ指数が厳重警戒以上の場合は外遊びを行いません。 

④ 熱中症対策として、来館時は、水筒、帽子を必ず持たせてください。 

（帽子がない場合は外遊びができません。）  

また、汗拭き用タオル、着替え等記名をして適宜持たせてください。 



⑤ けが、転倒防止のため、サンダルではなく靴を履かせてください。 

⑥ １日利用時はお弁当を持参してください。（お菓子類は禁止） 

⑦ 夏休み中の「放課後子ども教室」開館時間は、午前８時３０分（土曜と同じ）。閉館時間は、 

変更ありません。 

⑧ 児童館の行き帰りの安全について、ご家庭での十分なご指導をお願いします。安全・防災の 

観点からヘルメットの着用をお願いしています。 

⑨ 館内で自習ができるよう勉強道具を持たせてください。 

※夏休み中の児童館での生活は「児童自ら、どのように児童館で過 

ごすか」できる限り自分で計画立て、充実した夏休みにしましょう。 

 

◇◇一輪車検定・なわとび検定・けん玉検定頑張っています◇◇ 

４月から１年生の一輪車熱が高まり、わずか４か月ですがびっくりするような上達が見られ 

ます。4級（スタート台なしでどこにもつかまらないで乗れる）に合格した児童も沢山いました。 

７月の検定では達人が誕生しました。これからも一輪車検定表を自分で確認し、何級（どんな技）に挑

戦するか自分の目標を決め練習してほしいと思います。 

なわとび検定やけん玉検定に挑戦する児童も増加し、真剣に取り組む姿が見られます。 

何かに挑戦するという姿はとてもいいですね。これからも続けて欲しいと願っています。 

                            

 

 

◇◇１年生遊びクラブ◇◇ 

５月１３日（火）と７月１日（水）に SC軽井沢クラブの方を 

講師に招き、１年生を対象とした「遊びクラブ」を開催しました。 

毎回２５名近い児童が参加し、ウォーミングアップ、鬼ごっこ、 

ゲーム遊び、リレーなど楽しそうに取り組む姿が見られ、１年 

生以外の学年からは、「いいな、参加したいな」という声も聞 

かれました。 

今後は１０月、１１月、１月、２月に開催する予定です。 

多くの１年生の参加をお待ちしています。 

けん玉検定 

挑戦中 



◇◇追分節体験教室◇◇ 

６月１７日（水）に追分節保存会の皆様を講師に招き、追分節体験教室を開催し、１年生から６年生

まで４１名の児童が参加しました。信濃追分節と追分馬子唄の生歌と演奏を初めて聴く児童もおり、演

奏後には講師の先生から手ほどきを受け、唄や三味線・太鼓・馬のひづめの音・馬鈴などの楽器に初

めて触る児童も多く、追分節体験学習を楽しんでいる姿を見ることができました。 

         

 

 

◇◇七夕かざり◇◇ 

 七夕飾りを実施しました。今年も、保護者の方から笹をいただき、 

素敵な飾りつけになりました。子どもたちは、短冊に思い思いの願い事 

を書いたり、自分たちで七夕飾りを作ったりして飾りつけをしました。 

「家族が健康で元気でいられますように」「テーマパークに行きたい」 

「お父さんの年収が○○万円を超えますように」等様々な願いで笹が 

彩られました。みんなの願いが叶うといいですね。 

 笹の提供ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

児童館での忘れ物（水筒、上着、ハンカチ、文房具など）が非常に多くなっています。 

持ち主が分かるように、すべての持ち物に必ず名前を記入してください。 

 

                                                                

お願い

いいい

い 


